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岸
田
内
閣
の
支
持
率
は
初
の
40
％
割

れ
と
な
り
、
政
権
発
足
後
の
過
去
最
低

を
更
新
し
た
。
自
民
党
総
裁
選
で
は「
聞

く
力
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
が
、
消

費
税
ア
ッ
プ
や
年
金
納
付
延
長
な
ど
、

国
民
を
切
り
捨
て
る
か
の
よ
う

な
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
対

し
、
国
民
の
声
を
聞
い
て
い
る

の
か
！
聞
い
た
声
は
ど
こ
へ
向
け
て
発
揮
さ
れ

て
い
る
の
か
！
と
不
満
や
疑
問
の
声
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
一
方
、
今
の
政
権
は
選
挙
に
よ
っ

て
選
ば
れ
た
の
も
現
実
で
あ
る
。
平
和
問
題
を

含
め
、
私
た
ち
の
生
活
と
政
治
は
無
関
係
で
は

な
い
と
認
識
し
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
首
相
は
所
信
表
明
演
説
で
、
日
本
が
長
年
、
大

き
な
賃
上
げ
を
実
現
で
き
な
い
の
は
「
賃
上
げ

が
高
い
ス
キ
ル
の
人
材
を
惹
き
つ
け
、
企
業
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
、
更
な
る
賃
上
げ
を
生
む

と
い
う
好
循
環
が
機
能
し
て
い
な
い
と
い
う
構

造
的
な
問
題
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
だ

ろ
う
か
。
労
働
者
の
賃
金
は
20
年
間
横
ば
い
な

の
に
対
し
、
企
業
の
内
部
留
保
は
10
年
連
続
で

過
去
最
高
を
更
新
し
５
０
０
兆
円
超
と
な
っ
て

い
る
。
賃
金
が
上
が
ら
な
い
の
は
企
業
の
利
益

追
求
体
質
が
原
因
だ
。
ま
ず
は
そ
の
体
質
を
変

革
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
無
し
に
政
府
や

会
社
が
言
う
「
好
循
環
」は
つ
く
り
出
せ
な
い
。

　
10
月
の
物
価
上
昇
率
、
生
鮮
食
品
を
除
く
消

費
者
物
価
指
数
は
前
年
比
＋
３
・
６
％
、
こ
れ

は
第
２
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
40
年
８
ヵ

月
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
り
、
衣
食
住
に
か
か
わ

る
「
モ
ノ
」
の
上
昇
が
止
ま
ら
な
い
。
稀
に
み

る
物
価
上
昇
の
中
で
の
23
春
闘
を
「
日
本
経
済

の
転
換
点
」
と
位
置
付
け
る
意
見
も
多
い
。
一

方
、
連
合
の
芳
野
会
長
は
「
歴
史
の
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
」
と
強
調
し
て
い
る
が
、
連
合
内

は
芳
野
会
長
の
言
動
や
国
葬
参
加
が
問
題
視
さ

れ
、
足
並
み
が
揃
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
連
合
は
「
賃
上
げ
分
３
％
程
度
、
定
期
昇

給
相
当
分
を
含
む
賃
上
げ
を
５
％
程
度
」
と
す

る
方
針
を
示
し
た
が
、
21
春
闘
・
22
春
闘
で
ベ
ア
の
統

一
的
な
要
求
を
掲
げ
な
か
っ
た
全
ト
ヨ
タ
労
連
の
言
動

か
ら
も
、
足
並
み
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
に
危
機
感
を
持

つ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
だ
か
ら
こ
そ
、
22
春
闘
の
教

訓
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の
旗
の
も
と
団
結
・
連
帯
・

共
闘
で
組
織
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
年
末
手
当
の
た
た
か
い
で
は
、
会
社
は
こ
の
間
「
黒

字
必
達
」
と
鼓
舞
し
て
き
た
が
、
い
ざ
黒
字
転
換
す
れ

ば
「
好
循
環
」「
企
業
の
発
展
に
ゴ
ー
ル
は
な
い
」
と

言
い
、
ま
さ
に
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
か
せ
よ
う
と
し

て
い
る
と
感
じ
た
。
会
社
は
「
職
場
の
声
は
重

要
で
あ
り
受
け
止
め
る
」
と
す
る
も
納
得
で
き

る
回
答
を
示
さ
ず
、
経
営
判
断
を
変
え
な
い
頑

な
姿
勢
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
た
。
そ
の
大

き
な
要
因
は
一
部
社
友
会
会
員
か
ら
出
さ
れ
た

〝
会
社
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
声
〞
が
あ
た
か

も
多
く
の
社
員
の
声
と
さ
れ
、
組
合
員
や
多
く

の
未
加
入
者
の
現
実
と
本
音
が
か
き
消
さ
れ
て

い
る
点
に
あ
る
。
こ
の
現
実
突
破
が
今
後
の
大

き
な
課
題
と
な
る
。

　
一
方
で
職
場
で
は
「
現
場
長
か
ら
根
拠
の
な

い
説
明
が
さ
れ
る
」「
会
社
の
都
合
の
良
い
こ

と
し
か
言
っ
て
は
い
け
な
い
」「
不
満
を
述
べ

れ
ば
『
そ
れ
は
み
ん
な
と
違
う
の
で
は
な
い

か
』
と
問
い
た
だ
さ
れ
る
」
と
い
う
現
実
で
あ

り
、
年
末
手
当
の
回
答
に
触
れ
て
は
い
け
な
い

雰
囲
気
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
職
場
も
少
な
く
な

い
。
会
社
発
足
以
来
最
大
の
変
革
の
中
で
「
社

員
の
経
営
参
画
」
を
推
し
進
め
る
中
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
風
通
し
の
良
い
職
場
で
は
な
く
、
物

言
え
な
い
職
場
に
突
き
進
ん
で
し
ま
う
と
の
危

機
感
を
覚
え
た
。

　
年
末
手
当
交
渉
で
は
、
会
社
の
持
続
的
な
発

展
の
た
め
に
は
、
組
合
員
・
社
員
の
力
、
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
が
前
提
と
な
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
を
前
提
に
、
過
去
最
高
の

働
き
度
と
物
価
上
昇
に
賃
金
が
追
い
つ
い
て
い

な
い
中
で
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上

の
課
題
に
つ
い
て
、
春
の
賃
上
げ
に
お
い
て
も

極
め
て
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
。

　
年
末
手
当
の
た
た
か
い
の
過
程
で
「
働
く
環

境
や
生
活
を
守
る
た
め
に
も
加
入
し
て
声
を
上

げ
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
」「
お
か
し
い
と
思
っ

て
い
て
も
言
え
な
い
人
が
多
い
。
自
分
も
本
当

に
そ
れ
で
い
い
の
か
考
え
て
加
入
し
た
」
な
ど

加
入
者
の
声
と
拡
大
の
報
告
が
続
々
と
届
け
ら
れ
た
。

こ
の
教
訓
か
ら
学
び
、
賃
上
げ
・
労
働
条
件
向
上
の
実

現
！
平
和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
、
魅
力
と
期
待

の
持
て
る
会
社
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
、
組
合
員
と
共

に
更
な
る
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
を
つ
く
り
出
そ
う
！

私たちの前に立ちはだかる課題を突破するために、
 ＪＲ総連・ＪＲ東労組に結集しよう！

年
末
手
当
、こ
れ
が
職
場
の
本
音
だ
！

年
末
手
当
、こ
れ
が
職
場
の
本
音
だ
！

2022年度年末手当 本部見解を発出！2022年度年末手当 本部見解を発出！2022年度年末手当 本部見解を発出！2022年度年末手当 本部見解を発出！

年末手当「未加入者アンケート」を実施中！年末手当「未加入者アンケート」を実施中！年末手当「未加入者アンケート」を実施中！年末手当「未加入者アンケート」を実施中！

　多くの支社社友会が、年末手当について社友会会員の声として「夏季手当以上」か「夏季手当と同等」という要望を会社に出していることが分かりま

した。ＪＲ東労組はこのような社内世論が本当に社員の本音なのかと疑問を持っています。そのため、ＪＲ東労組未加入者を対象にアンケートを実施し

ています。アンケートは12月1日まで実施中ですが、現時点での集計結果の一部を紹介します。
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申申６６号号「「２２００２２２２年年度度年年末末手手当当等等にに関関すするる申申しし入入れれ」」へへのの  

『『低低額額回回答答』』にに対対すするる怒怒りりにに立立ちち組組織織拡拡大大をを目目指指すす声声明明  

２０２２年１１月１１日、２０２２年度年末手当等に関する申し入れに「覚悟を持っての最大限の回答」が会社に

より示された。回答は私たちの要求額である「３．３カ月＋一律５万円」には到底及ばない『低額回答』であった。 

まず冒頭「会社から示された回答には納得できず怒りしかない」ことを私たちは明らかにする。 

①赤字とコロナ禍の経営環境において黒字転換に向けた職場からの努力と期待に報いた回答ではない。 

②「変革２０２７」の実現に向けた施策にふまえた「過去最高の働き度」に一切報いている実感がない。 

③度重なる物価上昇や円安等の影響による組合員・家族の生活を守る回答ではない。 

④『低額回答』にも現れた経営姿勢は、組合員のモチベーションを下げ、人材流出・離職につながる危機意

識を払拭せず増長させかねない。 

など、懸命に働く私たちの声を受け止めない経営姿勢に対し「怒り」が身体中を脈うっている。 

回答書では「御礼」と「黒字の確保」「皆さんと一緒に取り組んできた、職場改革、業務改革、働き方改革など

の構造改革の着実な進展が黒字決算の大きな要因になっていることも言うまでもありません。」と述べる一方、

「本業の力を示す営業利益は業績予想に及ばず」「コロナ禍において有利子負債がすでに１兆円以上増加して

いる状況」「先行きについては、不透明感がある」と述べ、現場第一を無視した『低額ありき』の口実だと言える。

さらには「これまで以上に積極果敢に増収とコストダウンに向けた様々な取り組みを進めていく必要があります」

とし、「『人への投資』も感じられず、今後さらに「馬車馬のごとく働け」としか聞こえないのだ。 

職場からの声は「物価上昇の現実をみていない。コロナ前でも先行き不安と言っていたし黒字でも出し渋る

のはいい加減にしてほしい」「正直がっかりした。もう少し期待はしたしまだ出せる。裏切られた」「職場はため息

が出る重い空気だ」「（物価高など考えたら）昨年の２．０カ月ベースと実質同じだ。『２．０カ月ベース』をつくろう

としていないか」「どの状況を達成したら満額なのか、満額近く支給するのか全社員にハッキリと示してほしい」

「委員会をやっている人から、貧乏くじを引いた。やるだけ損だよと言われている」「子供の習い事を一つ減らし

た」など、「納得できない」怒りと落胆の声が寄せられ、日に日に『低額回答』に対する怒りが増すばかりである。 

組合未加入者ならびに社友会に所属している良心的な会員の皆さん。 

「家族の顔・共に職場で汗し働く仲間の顔」を思い浮かべ会社回答を考えよう。自身は「本当に会社回答に

満足しているのか」「本当に納得しているのか」「本当に経営姿勢を是認・黙認する今のままで良いのか」と。ま

た社内における「大多数の声」として存在する社友会では、今後さらに「賃金や労働条件等」は引き下げられる

一方にある。社友会では『働く会社を良くするどころか、共に働く仲間・家族の利益を守れない』ことを真摯に受

け止め、労働者らしく、人間らしさを追求する私たちと共に行動していこうではないか。 

JR東労組八王子地本は、全組合員ならびに組合未加入者に強く訴える。 

① JR東労組八王子地本は２０２２年度年末手当等の『低額回答』に妥協も納得もしない。 

② 組合員・未加入者に『当たり前に』寄り添い、中央本部と共に「２０２２年度年末手当等に関する会社回答」

に対し議論を創り出していく。 

③ さらなる「賃金・労働条件の引き下げ」につながる危機意識があり、「変革２０２７」の実現に向けた施策等

『ＪＲ構造改革』に『新たな施策に対する５本柱』をもって強い立場で向かっていく。 

④組合未加入者と労働組合の役割と必要性を一緒に考え、危機意識を共有し、JR 東労組への再加入・新規

加入による組織強化・拡大を通じて『１万人組織』を目指す。 

再度訴える！ 

JR東日本経営陣は『低額回答』を即時撤回し、要求に報いるべきである！ 

以上、見解とする。 

２ ０ ２ ２ 年 １ １ 月 １ ４ 日 

東日本旅客鉄道労働組合 

八王子地方本部執行委員会 

２０２２年度年末手当妥結に関する見解

　ＪＲ東労組組合員は、賃金減少と物価上昇による生活苦でモチベーションが低下する中、新たな施策に向き合い、新型コロナ

ウイルス感染症への対応や自然災害からの復旧など、逼迫する要員問題を抱えながら安全・安定輸送の確保に向けて系統問わず

奮闘し、黒字転換を果たしてきた！しかし、会社は赤字の中で出した今年度夏季手当回答に、たったの0.1 ヶ月を加えた2.4 ヶ

月と、構造改革を期待するとして+2万円を年末手当交渉で回答した。このことは黒字を達成した職場の努力に報いておらず、断

じて認めることはできない！職場からは、一貫して労苦に報いない経営姿勢に「もう我慢の限界だ」「史上最高の働き度で、史

上最低の回答」と声が沸き上がっている。

　そして今でも、「飲酒に纏わる不祥事」に対する説明がないことや、「赤字路線の初公表」「鉄道に必要な人員の約4,000人削

減」などの報道を受け、不満や不信を抱き、経営姿勢を指摘する声が渦巻いている。

　会社は、年末手当の基本スタンスについて、「下期に想定している高い収入目標のクリアに向けて相当な努力が必要」「変革

2027の達成に向けた歩みを止めることなく、社員が新たなチャレンジや創意を発揮出来るステージを広げていく」「会社の持続

的な発展が、社員還元のさらなる充実、また働きがいの向上、社員・家族の幸福の実現につながっていく」「支給水準について

は、直近の業績動向を念頭に慎重に判断」と回答した。今から捉えると、会社は予めシナリオを描き、それに基づいた回答をし

てきたとしか思えない。また、職場からも「役員報酬がいつのまにか戻っている」との声があげられているが、いつまでも私た

ちのみに責任を押し付けるかのような経営姿勢は、ご都合主義も甚だしく、満腔の怒りをもって抗議する！しかし、悔しいなが

らも、私たちがはっきりさせなければならないことは、例え黒字となっても、10月の鉄道収入が8割戻ったとしても、今の経営

姿勢では「出せるものも出さない」ということである。

　21春闘の敗北を主体的に総括し、要求を練り上げる過程からアンケートなども用いて組合員や未加入者の現実把握と議論を展

開し、「生活実感」「労働実感」のベースを導き、要求を掲げて経営姿勢に立ち向かってきた。しかし、会社の基本スタンスを崩

せなかったのは冷厳な事実である。なぜなら、そこには私たち組合員の苦しい声とは裏腹に、社友会は「夏と同等またはそれ以

上」といった要望を会社に出し、会社は申7号の団体交渉で「夏の2.3 ヶ月を超えてよかった」「思ったよりももらえた」という

声が「一定数集まっている」との回答したように、社友会によって「社内世論」が形成されていたのである。この「社内世論」

を突破するためには、会社の狙いや経営姿勢を満天下に明らかにし、社友会や未加入者からＪＲ東労組への組織拡大を実現しな

ければ、私たちの雇用と利益は守れない！まさに、要求実現と組織拡大は両輪である。

　このような経営姿勢や社友会に立ち向かわなくては、23春闘においてまたもやベアゼロや定期昇給のカットなどといった、要

求からかけ離れた回答が行われかねない。

　経団連の十倉会長は、23春闘に向け、ベースアップを中心に積極的な賃上げを呼び掛ける考えを明らかにした。それは、臨時

国会の所信表明演説で岸田首相が「構造的な賃上げ」を取り組むと宣言したことと関連している。そのことを後押しするかのよ

うに、全トヨタ労連鶴岡会長は「金額を掲げた瞬間に労使で積み上げたものがなくなる」と労使協調路線を前面に押し出してい

る。このような私たちを取り巻く状況の中「連合」は5％の要求を掲げるものの、こういったことに対するスタンスが全く見え

ない。

　このような現実を打ち破るために、ＪＲ総連は「物価上昇と組合員の生活実態に基づく賃上げ要求獲得！統一要求・統一闘争

で2023ＪＲ総連春闘を勝利しよう！」「組合員の声を要求に高め「安全・健康・ゆとり」を実現するために職場からたたかい抜

こう！」とスローガンを掲げた。

　ＪＲ東労組は、年末手当の総括をバネにＪＲ総連と共に、「統一要求・統一闘争」で、ＪＲ総連に結集する全国の仲間と共に、

連帯・共闘をつくりあげ、23春闘をたたかい抜いていく決意である。

　ＪＲ東労組は、2022年度年末手当の低額回答に到底納得できないことから、要求満額回答実現に向け「申7号緊急再申し入れ」

を提出し、112機関から抗議声明など全地本の総力をあげて職場におけるたたかいをつくり上げることができた。最終的に要求

の前進をかち取ることはできなかったが、会社回答を受けた怒りや悔しさを実践で現すことで、組織が強化されたことを実感し

た。私たちがおかれている現実は、常にたたかいの連続であり、組織力を高め、ＪＲ東労組への結集を呼びかけない限り、道は

切り拓かれない。

　中央執行委員会は苦渋の決断として妥結することを判断したが、年末手当回答における怒りと悔しさをバネに、経営姿勢に立

ち向かい、組合員との団結を打ち固め、組織強化・拡大を成し遂げていくものである。

　年末手当要求実現に向けてたたかった、全ての仲間の皆さんに感謝と御礼を申し上げて、中央執行委員会としての見解とする。

 ２０２２年　１１月１６日

 東日本旅客鉄道労働組合　中央執行委員会
　職場の組合掲示板・バインダーには、満額獲得を求める多くの声を載せ

た情報が掲出されました。特に会社回答以降、112機関からの抗議声明・見

解が発出され、低額回答への怒りの情報も多数発行されるなど、職場での

対話と実践によって、組合員・未加入者の「本音」を多数集約してきました。

112機関から抗議声明・見解を発出！112機関から抗議声明・見解を発出！
怒りの情報も各機関から発行！怒りの情報も各機関から発行！
112機関から抗議声明・見解を発出！112機関から抗議声明・見解を発出！
怒りの情報も各機関から発行！怒りの情報も各機関から発行！

　会社回答までに6,000件以上、会社回答以

降も2,000件以上の組合員・未加入者の怒り

の声が寄せられる！

　組合員と未加入者の声

を「受け止める」と回答

しつつも、第1回交渉で

回答した〝基本スタン

ス〟を崩さなかった！

社友会が、低額な社内世論を形成！

【社友会が会社幹部に要望した内容】

A支社社友会　夏季手当を超える回答

B支社社友会　夏と同等またはそれ以上

C支社社友会　夏季手当を超える支給額

D支社社友会　夏季（2.3 ヵ月)を超える回答

E支社社友会　 夏季手当を超える回答

⇒ この要望は本当に社友会会員の

本音でしょうか？

2022年度年末手当を総括

し、課題を明確にし、2023

春闘の勝利を目指して今

からたたかおう！

会社は、ＪＲ東労組の組

合員数を見て、約1割の

社員の声としか捉えてい

ないのではないか？

会社は、2.4 ヶ月+2万円の支給額で「前向き

な意見が出ている」ことを団体交渉で回答！

【会社回答（一部抜粋）】

　我々に届いている具体的な声としては､

夏を超えて、2.3 ヶ月を超えてよかった。思

っていたよりもらえた。少なくとも2.4 ヶ月

+2万円ということで予想以上だったというこ

とで、前向きな意見がある。

⇒ この会社回答は本当に社員の本音でしょうか？

12/1（木）
まで

ＪＲ東労組は未加入者からいただいた声を会社へ届けます！

アンケートはＪＲ東労組ホームページの「未加入者アンケート」のバナーをクリック！

届いた未加入者の声
「社員を大切にしてください。みんな離れていきます。賃金が一番大事です。」

◆年末手当の会社回答に納得感はありますか。

　　ない…82.1％　　ある…2.8％

◆会社回答は職場の努力に報いていると思いますか。

　　報いていない…77.4％　　報いている…4.7％

　【主な意見】

　・安すぎてびっくりしている。生活できない。

　・ 黒字なのに出し渋るのはこれまでの赤字期間の我慢が報われない。

　・日々の業務へのモチベーションが上がらない。

　・ 今回のボーナスの結果を見てはじめて転職サイトを見た。

◆ 仕事や会社に関する自分の意見は尊重されていると思いますか。

　　いいえ…77.9％

◆ 会社回答は、物価上昇や生活実感に踏まえていると思いますか。

　　いいえ…87.6％　　はい…2.9％

　【主な意見】

　・踏まえていたら、こんな低額にならないはず。

◆転職を考えたことはありますか。

　　はい…63.2％

　【主な意見】

　・ 会社は口だけで社員のことを駒だと考えていると思う。

　・社員を大事にしていない会社だと感じるため。

　・ 体を壊してまでこの会社にいる意味がない。加えて今回の回答もあり、

時間がもったいないと強く思い始めた。

◆ 家族や知人に、ＪＲ東日本で働くことを薦めたいと思いますか。

　　思わない…59.8％


